
３５号 ２０２２年（令和４年）９月吉日

１．専任チーム模擬訓練

　５月２２日（日）　９：００～　東境市民館（１F集会場・２F会議室）

【目　的】 災害報告書等の帳票を使い「情報の受取、情報の伝達、情報による行動」を訓練

《広報･情報･家屋安全班》　…災害報告書取り回し、拡大地図への情報表示等

《要配慮者救護班》　…出動指示、現地対応、結果報告、帳票使い方等

《防火班》　…出動指示、現地対応、応急処置、結果報告、帳票使い方等

《救出･救護班》　…出動指示、現地対応、応急処置、結果報告、帳票使い方等

《避難･誘導･街路安全班》　…出動指示、現地で避難者説明、結果報告、帳票使い方等

《給食･給水班》　…出動指示、現地で炊き出し、結果報告、帳票使い方等

２．組長・班長模擬訓練

　７月１７日（日）　９：００～　北部市民センター（２F大集会室） ＊総勢５０名以上参加

【目　的】 災害発生時の組長・班長の一連の行動と手順を訓練（震度６を想定）

１）安否タオル確認、近隣住民と協力して救出救護及び消火活動

２）組長への災害状況（班の安否・家屋の被害）連絡

３）組長よりの情報を班住民に伝達

１）隣住民と協力して救出救護及び消火活動

２）要配慮者の安否状況確認

３）組の状況を本部へ連絡（無線機）

４）本部からの情報を組内に伝達

《進め方》　前半の部と後半の部に分かれて、マニアルを基に全班長組長が訓練実施

《班長の行動》　

《組長の行動》　

　　　―１―

東  境  防  災  だ  よ  り 

回 覧 

裏面に続く ※参加の班長・組長さん御苦労様でした。 

東境自主防災会 



３．地区防災訓練 ＊総勢１５０名以上参加

　９月　４日（日）　８：００～　各組と各班地域、北部市民センター（２F大集会室）

【狙　い】 防災活動の実践訓練により、「自分達の町は自分達で守る」

《訓練内容》

１）安否確認訓練（事前）　…班長の安否タオル確認⇒組長へ連絡⇒本部へ報告（無線）

２）避難誘導訓練（事前）　…一時避難場所から指定避難場所に避難と誘導

３）防災備蓄倉庫内備品説明　…備品の説明、発電機操作、仮設トイレ説明

４）炊き出し説明　…アルファ米調理（乾燥米）

５）初期消火訓練　…消火器操作、火消し君操作、ホース格納箱と消火栓操作

６）救出･救護基礎訓練　…三角巾の実演 　※消火訓練は、自由参加

７）要配慮者の救助訓練　…登録リストによる要配慮者確認

８）避難の仕方　…一時避難場所からの避難方法説明

（特）市民センター２Ｆ大集会室にて、防災用品の展示（ダンボールベッド、簡易仕切り板等）

ー２ー

※世帯の方、班長組長さん、訓練参加有難うございました。南海トラフ巨大地震が 

起きるのは避けられないと思います。訓練の内容を生かして、もしもの時に 

行動できるようにお願いします。 

防災だよりは東境市民館２階の掲示板、及び「東境自治会ＨＰ」を検索し、「いきいき町づくり」 

⇒「自主防災会」をクリック、もしくは右のＱＲコードを読み取っても閲覧できます。 


